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スーパーフライングサンドイッチ

= 加藤英夫、 " 研究ノート "、 2013 年 2 月 7 日 =

"Cardician's Journal Special" 第 4 巻、 84 ページに解説されている ' フライングサンドイッチ '

では、 2 枚のＪを胸ポケットに入れたと見せて、 1 枚のＪだけを入れ、 あとでもう 1 枚のＪと選

ばれたカードをポケットにロードして、 3 枚のカードを取り出しています。 このバージョンでは、

2 枚のＪをはっきりとポケットに入れられます。

* 準　備 *

胸ポケットの中に 2 枚のＪが上下にずらして保持できるホルダーを、 ボール紙で作ります。

図 1 のように上下にずれた 2 つの区画からなり、 1 枚目

のＪは下の区画にセットします。 2 枚目は上の区画に入

れます。 どちらも 1 枚のカードを入れてもきつくなく、 とく

に上の区画はあとでパームしたカードをロードするので、

10 枚ぐらいのカードが入る厚さとしておきます。 赤線と緑

線は、カードの長さと区画の深さとの比率を示しています。

* 方　法 *

Ｊを 1 枚ずつ表を外側に向けて胸ポケットに入れます。 1 枚目を下の区画に入れ、 2 枚目を上の

区画に入れます。

客に選ばせてサインさせたカードを、 適切な方法で右手にパームしてスチールします。 左手でデッ

クのコーナーを弾いて音をたててから、 右手を胸ポケットの上に運びます。

図 2 の位置から小指に近いコーナーからポケットの中に

入れ、 上の区画の中のカードの手前にさし入れ、

右手指先をポケットの中に入れつつ、 パームしているカードを上の区画の中に押し込み、 指先は下

の区画に入っているＪの上エンドに触り、 そのＪを上に引き上げて、 他の 2 枚とそろえてポケットの

外に抜き出します。 その 3 枚を広げて見せ、客のカードを名乗らせてから、そのカードを現します。
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ミッション完了

= 加藤英夫、 " 研究ノート "、 2013 年 3 月 27 日 =

"Card Magic Magazine"No.28 の " サンドイッチトリック特集 "53 ページに、 ピーター ・ ダフィ

の ' ミッションサクセスフル ' が解説されています。 その作品では、 選ばれたカードをデック

のトップに置いてある 2 枚のＪの間に入れています。 私はその点に疑問を感じて、 備考にて

代案を示しています。

いまそれを読むと、 その代案にも疑問を感じます。 その部分のさらなる代案と、 Ｊの消失法

の代案を含めて、 ここにバリエーションを収録しておくことにいたしました。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の黒いＪを表向きにテーブルに置き、 あとで使うと説明します。

デックから 1 枚のカードを選ばせ、 見ておぼえてもらい、 デックに返させたらトップにコントロール

します。 ここまでは、 クリンプを使ってトップにコントロールしてもかまいません。

黒いＪを取りにいくときにトップカードの下にブレークを作り、 2 枚のＪを表向きにトップに置き、 3 枚

を右手に取り、 上のＪを引いてトップに取り、 2 枚のＪの間に何もないと言いながら、 残りの 2 枚を

その上に置きます。 2 枚の下にブレークを作ります。

' ミッションサクセスフル ' では、 そのままトップの 1 枚のみを取って、 1 枚のＪが消えたことを見せ

ていますが、 私はリフルパスでブレーク上の 2 枚をボトムに運びます。 それにはつぎの 3 つの意

味があります。 わざとパスの動きを発生させること。 表面のカードを変化させること、 そしてその

あとＪが 1 枚になったのをクリアに見せること。

1 枚のＪが消えたのを表現したあと、 リフルパスを行い、 2 枚目のＪが消えたのを見せます。 それ

からデックをリボンスプレッドして、 サンドイッチ状態を見せ、 選ばれたカードを名乗らせてから、

それを現します。
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霧の中に見えるカード

= 加藤英夫、 " 研究ノート "、 2013 年 3 月 28 日 =

当書 108 ページに解説の ' 目立つカード ' の発展的バリエーションです。

* 方　法 *

ダイヤのＡをボトムにセットしておきます。 1 人の客に 1 枚のカードを選ばせて、 結果的にトップに

ダイヤのＡ、 選ばれたカードがトップから 2 枚目になるように進めます。 ひとつのやり方として、 ボ

トムのダイヤのＡの上に右親指でブレークを保持してヒンズーシャフルし、 途中で客からカードを返

してもらい、 それを右手のカードの下にスチールしてシャフルを続ける、 というやり方があります。

ノーマルファンにして、 ファンの表を観客に見せます。 ファンを閉じて、 ダブルカットでトップのダイ

ヤのＡをボトムに運びながら、 「霧がかかるとカードの表面が見えなくなります」 と言います。

デック対して魔法をかけ、 リバースファンしますが、 図 1

のようにダイヤの印刷部分が左手に隠れるように保持し

て広げます。 そしてファンの表を観客に見せます。 「ほら、

すべてのカードが見えなくなりました」 と言います。

ファンを閉じ、 「不思議なことに、 一部分だけ霧が晴れると、 霧のすき間から 1 枚のカードが見える

ようになります」 と言いながら、 トップカードがボトムにいくようにダブルカットします。 リバースファ

ンして、 カードを選んだのとは違う客に表を見せます。 「1 枚だけ見えていませんか」 と言うと、 客

は肯定します。 「そのカードをおぼえておいてください」 と言って、 ファンを閉じます。

「私にも 1 枚だけ見えるはずです」 と言って、 表を自分に

向けてデックをノーマルファンし、 図 2 のように右親指で

ボトムカードをずらして、 ファンの中央あたりから抜き出し

たように見せます。

まだそのカードの裏を観客に向けた状態で、 「先ほど見えたカードは何でしたか」 と客にたずねま

す。 客は選ばれたカードを答えます。 「はい、 スペードの 10 です」 と言って、 持っているカードの

表を観客に向けます。

1
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クリンププラスフォース

= 加藤英夫、 " 研究ノート "、 2013 年 3 月 28 日 =

2007 年 3 月 11 日のマジックカフェへに、 つぎのようなトリックを投稿しました。

サイ ・ ステビンススタックされたデックから、 客に自由に 1 枚抜かせ、 表を見ないで彼の前に置か

せます。 抜かれたところから上のカードを下に入れてカードをそろえます。

2 人目の客に向かい、 1 枚抜かせますが、 サイレントカウントフォースを使って、 トップから 13 枚目

のカードを抜かせ、 彼の前に置かせます。 フォースカードより上のカードを下に入れてそろえます。

同じことをあと 2 人にやります。 3 人の選んだカードを表向きにさせてから、 最初の客のカードを

表向きにさせます。 フォーオブアカインドがそろいました。

私はこれをやれる自信がありますが、 作品として公表するほど確実性の高いやり方ではあり

ません。 しかしながらこの現象には捨てがたい魅力があります。 そこで類似の現象をクリンプ

とフォースによってやることを考えました。 3 枚は客に選ばせるのではなく、 チャーリエカット

で現すことに置き換えました。

おそらく方法を読んでも、 まるで面白くないと感ずるでしょう。 でも私は確信しています。 マ

ジシャンには気に入られなくても、 一般の人々には気に入られることを。

* 方　法 *

4 枚のＡをコーナークリンプしておきます。

1 枚のＡをクラシックフォースします。 相手が抜いたカードをいったん受け取り、 「このカードは自由

に選ばれました」 と言いながら、 クリンプを解消しつつテーブルに置きます。

チャーリエカットで、 1 枚ずつＡを現していき、 最後に選ばれたカードを表向きにします。
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二重の予言

= 加藤英夫、 " 研究ノート "、 2013 年、 4 月 3 日 =

じつはこのトリックは、 179 ページに解説した ' 正確な予言 ' の原稿を書いているときに思い

ついたもので、 同作品の備考に書くべきものなのですが、 私としてはあまりにも重要なアイ

デアの飛躍だと思ったので、 別の作品として記録することにいたしました。

* 方　法 *

やり方は ' 正確な予言 ' とほとんど同じなので、 違う点だけを書きます。 相手にフォースしたカード

の裏面に 1 ～ 9 までの好きな数を書かせますが、 他の客にはわからないように書かせます。 デッ

クに戻させるときも、 裏面に書かれた数が他の客にわからないように進めます。

ケースから取り出したカードが選ばれたカードと同じであるのを示したあと、 客が書いた数が何で

あったかを言わせます。

「この予言のカードには、 あなたが何の数を書くかの予言も書かれています」 と言って、 予言カー

ドの裏面を見せます。

* 備　考 *

サインではあれば、 それが客が書いたものであることになり、 それが客の選んだカードであるとい

う現象になりますが、 上記のように演じれば、 カードと数が当たったという二重の予言現象となり

得るのです。 カードを選んで数を書いた本人にはそう思わないかもしれませんが、 他の客にはそ

う思わせることができます。

残された嘘

= 加藤英夫、 " 研究ノート "、 2013 年 4 月 4 日 =

2002 年 9 月 20 日の " カードマジック研究日記 " にはつぎのような現象だけしか書いていま

せん。 現象を読めばやり方を思い出せると思ってそうしたのでしょう。 ですがまるで思い出せ

ません。そこで 2013 年 4 月 4 日にこの現象を読んで、やり方を推測してみました。たぶん当っ

ているでしょう。

相手がシャフルしたデックを 2 組に分ける。 一方の組から相手に 1 枚選ばせ、 見てからポケット

にしまわせる。 他方の組を相手に持たせて後ろ向きになる。 1 枚ずつ読み上げさせるが、 任意の

1 枚で嘘をついて選んだカードの名前を言ってもらう。 マジシャンは 1 枚のカードを抜き出して、 そ

のカードのときに嘘がつかれたと指摘する。 嘘がそのカードの表面に張り付いていると言って、 マ

ジシャンはそのカードを耳に当てる。 そしてポケットに入っている選ばれたカードを当ててしまう。
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* 方　法 *

相手がシャフルしたデックを受け取るとき、 ボトムカードをグリンプスします。 デックをカットして間

にブレークを作り、 グリンプスしたカードをクラシックフォースします。 そのカードを見てからポケット

に隠してもらいます。

トップから 15 枚ぐらいをカットして相手の前に置きます。 「私が後ろを向いているときに、 そちらの

カードでやってもらうことを説明します。 そちらのカードをこのように表向きに持って」 と言って、 手

に持っているカードを表向きに持ちます。

「上から 1 枚ずつスペードの 10、ハートの 3、クラブのＫと、名前を言いながら置いていってください」

と言いますが、 フェースから 3 枚をカードの名前を言いながら置いていきます。

つぎのカードを右手に取ったところでストップして、 「そうしたら好きなカードのところで、 そのカード

の名前ではなく、 ポケットの中に隠したカードの名前を言ってください。 そしてそのあとはカードの

名前を正直に言いながら置いてください。 何枚目で嘘をついてもかまいません」 と説明します。

後ろ向きになり、 相手の前のカードを取らせ、 説明したことをやってもらいます。 あなたは選ばれ

たカードを知っていますから、そのカードの名前が言われたら、つぎに読み上げられるカードをキー

カードとして記憶します。

すべて読み上げ終わったら、 前に向き直り、 カードをを広げて、 キーカードの左隣りのカードを抜

き出して、 「このカードのときに嘘を言いましたね」 と言います。 そして 「カードの表面に嘘が残っ

ているので調べます」 と言って、 カードの表面を調べる演技。 そして 「あなたはこのカードのとき

にハートの 8 と言いました」 と言って、 選ばれたカードを当てます。

* 備　考 *

フォースを使わないで、 ドントフォーゲットグリンプスしてやってもかまいません。 その場合は

ポケットに隠させないので、 選ばれたカードが残りますので、 口だけで相手にやってもらうこ

とを説明します。

原理が面白くないので、 つまらないトリックだと感じる方も多いことでしょう。 繰り返し言ってき

たことですが、 面白いかどうかはマジシャンが決めるものではありません。 観客が感じるべき

ことです。 原理や方法が面白くなくても、 演出がそのトリックをエンタテイメントたらしめること

もあるのです。
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このカードがわかりますか？

= 加藤英夫、 2013 年 4 月 29 日 =

* 準　備 *

ブランクフェースカード 4 枚のそれぞれの表面に、 「いいえ」 と書いておきます。 ノーマルカードの

大きな数のカードを 4 枚使いますが、 赤 2 枚、 黒 2 枚とします。 裏向きで、 ノーマルカード 4 枚

の上に 「いいえ」 と書いたカードを 4 枚のせます。

* 方　法 *

「これからあなたに透視術の能力があるかどうか、 実験を行います。 いままでにそんな実験をやっ

たことがありますか」 と問いかけます。 相手は否定するでしょう。 「私の経験からすると、 あなた

にはかなり透視能力があると思います。 やってみればわかるでしょう」 というような話をしてから、

8 枚のカードを取り出します。

「ここに 8 枚のカードがありますが、 まずこの中のどのカードを透視するか、 あなたに決めていただ

きます」 と言って、テーブルに左から右に 8 枚を並べます。 「1 から 8 で好きな数を言ってください」

と言って数を言わせ、4 までだったら左から、5 以上なら右から数えて、その枚数目のカードを取り、

相手の前に置きます。 残りのカードを左から右へと集めます。 「いいえ」 カード 3 枚が上になるよ

うな取り方です。

「念のため選ばれなかったカードを見せておきましょう」 と言って、 オタックカウントによって 7 枚を

見せます。 すべてノーマルカードに見えます。 オタックカウントは "Card Magic Magazine" 第 6 号

に書かれています。 見せた 7 枚はわきにどけます。

相手の前の 1 枚を取って、 「このカードをじっと見つめてください。 そうするとこのカードが何だか

わかってきます」 と言って、 少しの間見つめさせたあと、 「このカードがわかったかどうか、 " はい "

か " いいえ " で答えてください。 わかりましたか」 と問いかけます。

相手は 「いいえ」 と答えるはずです。 間髪を置かずに 「では当たりました」 と言って、 そのカー

ドを表向きにします。 「ほら、 " いいえ " と書いてありますから」 と言って終わります。
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オッドマンサーチ

= 加藤英夫、 2013 年 5 月 3 日 =

"Card Magic Library" 第 5 巻、 94 ページに、 スティーヴ ・ ビームの ' オッドマンアウト ' を解

説いたしました。 その備考において、 ビーム原案におけるウィークポイントを解決する私のア

イデアを書きましたが、 それはそもそも備考に書くようなことではなく、 原案をはるかに改善さ

せる重要なアイデアでした。

これから説明することは、 そのアイデアにも増して重要なことです。 ですからこの作品はバリ

エーションとして別作品として記録に残すことにいたしました。 違いを理解していただくため

に、 ビームの原案を再読されて、 当バリエーションと比較することをお奨めいたします。

このバリエーション作品の最大の改善点は、 使用する 6 枚のカードとクリンプカードをセットし

ておかないで演じられる、 という点です。 この点は、 このトリックを演ずる気になるかならない

かぐらいの大きな違いです。

* 方　法 *

相手がシャフルしたデックを受け取り、 「バラバラの数のカードを何枚か使います」 と言って、 表を

自分に向けて広げていき、マークは適当に混ぜて、Ａ、２、４、５、７、８のカードを抜き出しますが、

そのときフェースから 19 枚目のカードをクリンプします。 (6 枚を抜いたあとに 19 枚目になるカード

をです )。 Ａから８を数の順で抜き出すのではなく、 適当に出てくる順で出すようにします。

デックをテーブルに置き、 抜き出した 6 枚を裏向きにして混ぜてから相手に渡します。 相手にその

うちの適当な 1 枚を抜いて見ておぼえ、 相手の前におかせます。 残りの 5 枚を受け取って、 あな

たの前に置きます。

デックを取り上げて、 「私が後ろを向いているときにこのようにやってください。 こちらのカードを適当

なところでカットしてテーブルに置きます ｣ と言って、 デックを適当なところでカットして、 上半分をテー

ブルに置きます。 「それから選んだカードをこの上に置いて」 と言って、 選ばれたカードをテーブ

ルに置いたパケットの上に置く真似をして、 「そして残りのカードを上に重ねてください」 と言って、

残りのパケットをテーブルのパケットに重ねる真似をします。 テーブルのパケットを取って手元のパ

ケットの上に重ね、 デックを相手に渡し、 後ろ向きになります。

前に向き直ります。 デックを受け取り、 「選ばれたカードがどのへんにあるか私にはわかりません

が、 あなたにもわからなくなるように何回かカットします」 と言って、 クリンプカードがボトムにいく

ようにダブルカットします。

ここから先は、 原案と同じように進めてください。
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* 追　記 *　(2013 年 5 月 10 日 )

もうひとつアイデアを思いつきました。 相手が 6 枚から 1 枚選んだあと、 残りの 5 枚を見る必

要のないやり方です。

6 枚を抜き出すとき、 Ａ、 ８、 ５、 ４、 ２、 ７のように、 2 枚の合計が 9 になる順で出していくのです。

ですから、 ４、 ５、 ７、 ２、 ８、 Ａでもいいですし、 そのときの状態でなるべくスムーズに出せる順

で出すようにしてください。

1 枚を選ばすときに、相手に 6 枚を渡し、上から下に 1 枚ずつまわして好きなところでストップさせ、

トップになったカードを選ばれたカードとします。 何枚まわしたか密かに数えます。 奇数枚か偶数枚

かだけ知ればよいのです。 奇数枚まわしたところでストップしたら、 選ばれたカードのペアのカード

は 5 枚のボトムにあり、 偶数枚まわしたところでストップしたら、 5 枚のトップにあることになります。

5 枚のそれぞれの数でディールさせるとき、 ペアのカードがどちらにあるかによって、 5 枚を表向

きに返して上のカードからスタートするか、 それとも裏向きのまま上のカードからスタートするかし

ます。

マニアックコインシデンス

= 加藤英夫、 2013 年 5 月 7 日 =

2003 年 9 月 10 日に、 マジックカフェにつぎのようなことを投稿いたしました。

デックをよくシャフルします。 相手にシャフルさせてもかまいません。 あなたは後ろ向きになります。 相

手にデックから 20 枚カードをディールしてひとつのパイルを作らせ、 さらにその隣りに 20 枚のカー

ドをディールさせて 2 つ目のパイルを作らせます。 前に向き直り、 残りの 12 枚を受け取ります。

12 枚の表を自分に向けて広げ、 赤いカードの枚数と黒いカードの枚数を確認します。 たとえば赤

が 4 枚で黒が 8 枚だったとします。 黒と赤の差は 4 です。 その差を 2 で割ると 2 になります。 12

枚の中から 2 枚の黒いカードを抜いて、 「この 2 枚をどちらかの山に加えると不思議なことが起こ

ります。 どちらの山に置くかは、 あなたが決めてください」 と言います。 相手が指定した方にその

2 枚を加えます。

加えた方のパイルを指さし、「これでこの中に入っている黒いカードの枚数と、反対の山の中に入っ

ている赤いカードの枚数が同じになりました」 と宣言します。 そしてそれぞれのパイルを表向きに

して、 黒を加えた方は黒の枚数を数え、 反対の方は赤いカードを数えます。 宣言通りとなります。

これは、 "Card Magic Library" 第 5 巻、 78 ページに解説されている、 ウォルター ・ ギブソ

ンの ' ペイオフ ' と密接な関係があります。 その関係については同書を参照してください。
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マジックカフェに投稿した上記のままではあまりにも数理色が強すぎて、 作品として残すよう

なものではありません。 そこで無理にでももっと不思議さの強いものにしようと試みましたが、

マニアックさはより強まってしまいました。 それでもマジシャンに見せるのには適していると思

われますので、 収録することにいたしました。

* 方　法 *

「裏向きのカードと表向きのカードを混ぜます」 と言って、 デックを 26 枚ずつに分けて、 表向きと

裏向きでよくシャフルします。 相手にもシャフルさせましょう。

相手にデックを渡して後ろ向きになります。 20 枚のカードをディールしてひとつのパイルを作らせ

ます。 その隣りに 20 枚ディールして 2 組目のパイルを作らせます。 前に向き直り、 残りの 12 枚

を受け取りき、 わきに置きます。

「私はカードを見ると瞬間的に裏と表の枚数を確認することができます。 ちょっとやってみましょう」

と言って、 相手がディールした一方の 20 枚を取り、 ファンに広げてすぐ閉じます。 そのパイルを

左手でテーブルに置いて、 同時に右手で他方の 20 枚を取り上げますが、 左手のパイルはひっく

り返して置きます。 取り上げたパイルをファンにしてすぐ閉じます。 そして最初のパイルの右隣り

に置きます。

「裏表の状態がわかりましたので、 残りのカードを使って枚数を調整します」 と言って、 わきに置

いてある 12 枚のカードを取り上げます。 それを両手の間に広げて、 裏と表が何枚あるか見ます。

裏の枚数だけ見れば当然表の枚数がわかります。 枚数の差を X としたら、 それを 2 で割ります。

たとえば裏が 4 枚で表が 8 枚だとしましょう。 差は 4 です。 2 で割ると 2 です。 その枚数だけ少な

い方のカードを取り出します。 この場合は裏が少ないので、 裏のカードを 2 枚取り出します。 そし

て 「このカードをこちらに置くと、 両方の裏向きの枚数が同じになります」 と言って、 その 2 枚の

裏のカードを左のパイルに加えます。 これで両方のパイルの裏の枚数が同じになりました。

もしも表の方が多い場合は、 差を 2 で割っただけの表の枚数を取り、 「このカードをこちらに置くと、

両方の表向きの枚数が同じになります」 と言って、 それらの表のカードを左のパイルに加えます。

これで両方のパイルの表の枚数が同じになりました。

どちらの場合にも、 同じになったという向きの枚数を数えて、 一致していることを示します。

12 枚を見たとき、 表と裏が同数の場合は、 2 つのパイルの裏も表も同数ずつあるということです。

両方のパイルに同数枚の表のカードを加え、 他方にも同数枚の表のカードを加え、 それで表の枚

数が同じになったと告げて、 両方のパイルの表のカードを数えて一致しているのを示します。
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ひとつの手がかり

= 加藤英夫、 2013 年 5 月 23 日 =

“Card Magic Library” 第 5 巻、 208 ページに、 ピーター ・ アレクシスの’ ミニメンタル’ が

解説されています。 8 枚の中から 2 人の客が 1 枚ずつ選び、 8 枚を 4 枚と 4 枚の 2 組に分

けたとき、 2 人のカードがどちらの組にあるかによって、 2 人のカードを特定できるという原理

を用いていました。

私は 3 人の客に対して演じられないかと考えて、 24 枚のカードを使えばできることを思いつ

きました。 そしてトリックとして完成させました。 それは 1997 年 8 月 13 日のことでした。

アレクシスの原案を読んだ方は、 8 枚の中の 2 人のカードを認定するのもたいへんなのに、

24 枚の中の 3 人のカードを当てることは、 はるかにたいへんだと想像できるはずです。 3 人

のカードがどのように 2 組に分かれるかのケースバイケースによって、 3 人のカードがどこに

あるか記憶しておくことは、 ほとんど不可能です。

そうです、原理的には可能なのですが、演ずるのはほとんど不可能なのです。 というわけで、

そのトリックは長い間眠りにつきました。

その眠りから覚めたのは、 2013 年 5 月 23 日、 旅行したいと長年思い続けていた南フランス

に向かう航空機の中でした。 持っていったタブレットパソコンの中に 1997 年のこのアイデア

を見つけ、 二進法を利用することによって、 まったく簡単に 3 人のカードの位置が算出でき

る方法を見つけたのです。 こんなに長くかかってひとつのトリックが完成したのは恐らくギネス

ものではないでしょうか。

* 方　法 *

「よく探偵が謎を解くとき、 たったひとつの手がかりで犯人を見つけてしまうことがあります。 今日

はカードでそれと同じようなことをやってみます」 と話をして始めます。

1 人の客にデックを渡して後ろ向きになります。 その客を客 1 と呼ぶことにします。 客 1 がシャフ

ルしたあと、 トップから 3 枚のカードを取ってテーブルに置かせます。 つぎつぎと 3 枚取って、 3

枚のカードを 8 組テーブルの上に分散して置いてもらいます。 残りのカードは使わないので、 わき

に置かせます。

8 組の中から 1 組の 3 枚を取って、 客 2 と客 3 に 1 枚ずつ渡してもらい、 それぞれの客が持って

いるカードを見ておぼえてもらいます。 客 3 のカードをテーブルに置かせ、その上に客 2 のカード、

さらにその上に客 1 のカードをのせてもらいます。 そのあとテーブル上の 8 組をまったく好きな順

番で重ねて集めてもらいます。
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ここで前に向き直り、 カードを受け取ります。 「カードを重ねたのはあなたですから、 皆さんのカー

ドがだいたいどこにあるか知っています。 誰にもわからなくなるように混ぜることにしましょう」と言っ

て、 チャーリエシャフルしますが、 もとの状態に戻るようにします。 もとの状態ではなくても、 結果

的にトップから 3 の倍数の枚数がカットされた状態になってもかまいません。 そのことについては、

備考で説明します。

「いまの状態では何も手がかりがないので、 いくら名探偵でも犯人を見つけることはできません。

ひとつだけ手がかりを設定したいと思います。 それにはカードを半分に分けます ｣ と言って、 つぎ

のようにリバースファローを行います。

上から 3 枚ずつをひとつの単位で考え、 その 3 枚のそれぞれがアップされれば二進法の 1、 ダウン

されれば二進法の 0 を意味するとして、 1 枚目は 3 桁の二進法の数の 1 桁目、 2 枚目が 2 桁目、

3 枚目が 3 桁目を表現するものとします。

10 進法の 0 を表現するには、 3 枚すべてをダウンします。 1 を表現するには、 1 枚目をアップし

て 2 枚目とと 3 枚目をダウンします。 2 を表現するには、 2 枚目をアップして 1 枚目と 3 枚目をダ

ウンします。 3 を表現するには、 1 枚目と 2 枚目をアップして 3 枚目をダウンします。 4 を表現するに

は、 1 枚目と 2 枚目をダウンして 3 枚目をアップします。 5 を表現するには、 1 枚目と 3 枚目をアップ

して 2 枚目をダウンします。 6 を表現するには 1 枚目をダウンして 2 枚目と 3 枚目をアップします。

7 を表現するには 3 枚すべてをアップします。

10 進法の 0 から 7 の順で、そのような法則で 24 枚のカー

ドでリバースファローを行います。 図 1 はその結果のアッ

プとダウンの状態を示しています。 右がトップで左がボト

ムです。

リバースファローしたあと、 アップした 12 枚を図 2 のよう

にファン状に広げます。

客 1、 客 2、 客 3 の順で、 広がったカードを見せて、 「この中にあなたのカードはありますか」 と

質問します。 それぞれの客の答が 「ある」 の場合は二進法の 1 を考え、 「ない」 の場合は二進

法の 0 を考えます。 客 1 の答が二進法の 1 桁目、 客 2 の答が 2 桁目、 客 3 の答が 3 桁目と考

2

1
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えて、 その 3 桁で構成される二進法を 10 進法に変換します。

たとえば、 客 1 が 「ある」、 客 2 が 「ない」、 客 3 が 「ある」 と言ったとしたら、 二進法の 101 で

すから、 10 進法では 5 となります。 その答を X とします。

アップジョグされいるカードをそろえて押し込んで全体をそろえます。 いま 3 人のカードは、 3 枚単

位で上から (X+1) 番目の組にあります。 そしてその組の 1 枚目が客 1 のカード、 2 枚目が客 2 の

カード、 3 枚目が客 3 のカードです。

3 人の客のカードがある位置がわかりましたから、 それを抜き出して当てるわけですが、 1 カ所か

らまとめて抜き出したのでは面白くありません。 チャーリエシャフルで混ぜたように見せたわけです

から、 別々の位置から出したように見せます。 それには、 客 1 のカードを抜いて客 1 の前に置い

たら、 いったんブレークを作りながらカードを閉じ、 また広げて客 2 のカードを抜いて客 2 の前に

置きます。 客 3 のカードも同様です。

それぞれの客のカードを名乗らせてから、 それぞれのカードを表向きにします。

王家の合婚

= 加藤英夫、 2013 年 5 月 23 日 =

'Card Magic Library' 第 5 巻、 128 ページに収録された ' ウィルザカードマッチ ' は、 単語

のスペルでパケットのトップからボトムにカードをまわしていくのに、 1 文字 1 文字に対してど

ちらのパケットでまわすかという複雑な操作があり、 私はその通りにやる気はしません。 その

操作のやり方について、 いくつかバリエーションも紹介いたしましたが、 私は他にすっきりし

た操作方法はないかと考えて、 このバージョンを作りました。

私が加えたもうひとつのアイデアは、 カードをまわすことによって何組かのペアを作るという

考え方から離れて、 カードをまわすのはカードを減らすという操作とし、 そのようにして最後

に残ったペアが特別なペアであるという現象を見せたあと、 じつは捨てたカードも特別なペ

アになっていた、 というキーカーエンディングの演出としたことです。

* 方　法 *

すべてのＫとＱを抜き出してテーブルに表向きに重ねますが、 結果的にフェースから X 枚目と X+1

枚目に同じマークのＫとＱがあるようにします。 たとえば、 表向きで上から 4 枚が KC、 QD、 QC、

KS だとしたら、その下の 4 枚が QC、KD、KC、QS という順です。 これはＫとＱがサイクリックスタッ

クの状態になっているわけです。 残りのカードは使わないのでわきに置きます。

そのような状態にさり気ないやり方としては、 つぎのように行うとよいでしょう。 まず 8 枚のカードを
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出てくる順でバラバラにテーブルに分散させて抜き出します。 残りのカードをわきに置き、 「バラバ

ラに重ねます」 と言って、 ＫとＱにかかわらず各マークのカードを左手に重ねていき、 そのあと残

りの 4 枚を同じマークの順で重ねるのです。

「これからお見せするのは、 ' 王家の合婚 ' といマジックで、 4 人のＫと 4 人のＫが合婚するという話

です。 合婚では、 席はランダムに決めます。 このように混ぜますから、 好きなところでストップを

かけてください」 と言って、 チャーリエシャフルを相手がストップをかけるまで、 繰り返し行います。

ストップがかかったらカードをそろえ、 上から 4 枚をテーブルにディールして、 残りの 4 枚を隣りに

置きます。 これで 2 組はＫとＱのマークがリバーススタック状態になっています。 一方組のある上

から枚数目のカードと、 他方の組の下から同じ枚数目のカードが同じマークのＫとＱになっている

こということです。

「宝くじの抽選では、 数字が書かれた円盤がまわされ、 矢が放たれます。 それを真似してカード

のペアを決めることにいたします。 最初は 7 という数を 2 つに分けます。 1 と 6 に分けたり、 3 と 4

に分けるとか、 0 と 7 に分けてもよいこととします。 いくつといくつに分けるか、 どうぞあなたが決

めてください」 と言って、 客に分け方を指定させます。

相手がたとえば 2 と 5 に分ける、 と言ったとしましょう。 「では、 どちらかの組で 2 枚まわして、 も

うひとつの組で 5 枚まわしますが、 どちらの組で 2 枚まわしましょうか」 とたずね、 指定された組

でその枚数をトップからボトムにまわします。 もうひとつの数で他方の組でトップからボトムにまわ

します。 まわすのを客にやらせてもかまいません。

両方の組でまわしたら、 両方の組のトップカードを取り、 「ではこの 2 枚を除外します」 と言って、

それらを重ねてテーブルのわきに置きます。

「つぎは 6 を 2 つの数に分けていただきます」 と言って、 客に 6 を 2 つの数に分けさせ、 どちらの

組でどちらの数をまわすかも指定させ、 その通りに行い、 両方のトップカードを取り、 それらを重

ねてわきに置きます。 そのときあくまでも 2 枚を捨てる感じでやります。 2 枚をきちっと重ねて置く

のではなく、 ずらして置くのです。 ただし、 まえに置いた 2 枚の上に重ねてはいけません。 離れ

た位置に乱雑な感じで置くのです。

2 組の残りが 2 枚ずつになりました。 「最後は 5 を 2 つの数に分けていただきます」 と言って、 客

が分けた数で指定された組でまわし、 両方のトップカードを重ねてわきに捨てます。

「このようにして 2 枚のカードが残りました。 この 2 枚がこの合婚のベストカップルです ｣ と言って、

1 枚を取り上げて、 その表を観客に見せ、 「これがハートのＱであるということは、 ベストカップル

の相手はハートのＫのはずです」 と言って、 他方のカードを取って表を見せ、 「いうまくいきました」

と言います。
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「4 組のうち 1 組がベストカップルになれば合婚としてよい方ですが、 これはマジックによる合婚で

す。 他のカップルもみてみましょう」 と言って、 わきに置いてある 3 組を 1 組ずつ取り、 それらが

同じマークのＫとＱのペアになっていることを見せます。 「このようにして、 王家の合婚は完璧に成

功いたしました」 と言って終わります。

ロケットカード ・ ノーマル版

= 加藤英夫、 2013 年 6 月 5 日 =

雑誌 " ジニー " の発行者である、 リチャード ・ カウフマン氏は現在、 ( 株 ) テンヨー商品に

関する本を発行するべく準備しています。 そのため 2013 年 4 月に来日し、 ( 株 ) テンヨー

の現在と過去のクリエーターとのインタビューを行いました。 私とは 4 月 13 日に、 舞浜のヒ

ルトンホテルにおいて、 午後 1 時から 5 時まで行いました。

カウフマン氏のこの本にかける執念はものすごいものがありました。 ( 株 ) テンヨーがいままで

発売したマジック商品をすべて取り上げ、 それらの開発経緯、 使用法のバリエーションなど

を収録しようというものです。 ( 株 ) テンヨーの開発員であった私でさえ、 すべての商品をリス

トアップすることなど不可能ですし、 そんな作業をやろうという気力が起こりません。

しかしカウフマン氏は、 かつての開発部員、 現在の開発部員と個別にインタビューすること

によって、 小さな手がかりから、 過去に発売されて忘れ去られたような商品を見つけ出して

いきました。 そのうちのひとつが、 ここに解説するトリックです。

6 月 4 日に彼からメールがきました。 彼はロンドンにいて、 あるショップで 'Leapfrog'( 日本語

名 : ロケットカード ) という私の考案したトリックを見つけたというのです。 そのトリックについて

おぼえていることを書いてほしいというのです。 それは 1994 年に横浜で開催された、 FISM

大会のために開発された特別な商品だとパッケージに書かれているとのことです。 私はまっ

たく記憶していません。 そこでパッケージと説明書をコピーして送ってもらうことにしました。

それはたしかに私の考案となっていました。 しかもそのトリックに使う道具が、 私の道具箱に

入っており、 誰が考案したのかもどのように使うのかもわからないで、 ただ雑然と箱に入れて

おいたものです。 彼が送ってくれた解説書を読んで、 とても面白いトリックだと思いましたが、

私が考えたものだという感覚はよみがえりませんでした。 現象はつぎの通りです。

客が選んだカードがデックに戻されて、 デックはよくシャフルされます。 それからデックをケースの

中に入れます。 そしてマジシャンは勢いよくデックの底を弾きます。 すると 1 枚のカードがケース

を通り抜けて飛び出します。 それが選ばれたカードです。

そのトリックは ( 株 ) テンヨーが商品にしたものですから、 私がここに書くことは控えますが、

その説明書を読んですぐ、 似た現象をノーマルデックでできるやり方を思いつきました。



252

* 方　法 *

選ばれたカードをトップにコントロールし、 トップに保ってデックをシャフルします。

右手でデックの上エンドをつかみますが、 右親指でトップ

カードを図 1 のようにずらします。

左手でケースを取り上げて、 右手でデックを中に入れると

き、 図 2 のような入れ方をして、 選ばれたカードをケース

の外に出るような入れ方をします。入れたら選ばれたカー

ドはケースにきちんとそろうようにします。 その状態で三

日月状の部分を押さえてケースの裏表を見せることがで

きます。

そしてケースを左手に持たすとき、 図 3 のようにケースの

外の選ばれたカードをほんの少し下にずらします。 この

図では、 左手の甲を観客の方に向けています。

右手をケースの下でかまえ、 図 4、 中指を曲げて親指に

当てて弾く体勢にして、 「ワンツースリー」 と言って、 「ス

リー」 のときに中指で選ばれたカードを弾きます。

飛び出たカードが客が選んだカードであることを見せます。

4

3

2

1
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類は友を呼ぶ

= 加藤英夫、 20123 年 6 月 8 日 =

テトラディスティックスタックを思い出してください。 おぼえていない場合は、 "Card Magic 

Library" 第 10 巻、 89 ページに解説されているので参照してください。 テトラディスティック

スタックは、 2 回ファローシャフルすると同じ数のカードが 4 枚集まります。

そのことを利用して、 つぎのようなトリックを考えて、 どこかに書いたことがあります。 少なくと

もマジックカフェのどこかに書いた記憶があります。

最初にデックを表向きに広げて、 よく混ざっていることを見せます。 「もっとよく混ぜておきましょう」

と言って、 2 回ファローシャフルを行います。 それからデックを裏向きに広げて 1 枚のカードを抜か

せ、 抜かれたところからカットします。 トップとボトムをグリンプスして、 抜かれたのと同じ数のカー

ドがトップに位置するようにカットします。

ここでダブルディールの操作を行い、 3 つのパイルを作ります。 すなわち、 デックを相手に渡して

好きなだけディールさせ、 ディールされたカードを 3 つのパイルにディールするのです。 客が選ん

だカードで 3 つのパイルに魔法をかけさせ、それぞれのトップカードを表向きにして、選ばれたカー

ドと同じ数のカードがそろったのを見せます。

いちおうそれでもマジックになっているかもしれませんが、 私はファローシャフルをこのように

使うことを好みません。 それも 2 回続けて行うなど、 まるで意図的行為であり、 「あのときカー

ドを集めたのだ」 と思われたらお終いです。

研究ノートの 2013 年 3 月 31 日の記録に、その現象とは違うものでしたが、つぎのようなスタッ

クのアイデアが書かれていました。

トップから、 2、 2、 9、 9、 10、 10、 Q、 Q、 5、 5、、 のように同じ数のカードを 2 枚ずつセットします。

マークに関してはランダムにします。 同色のペアでもよいですし、 違う色のペアでもかまいません。

そのようにして上半分にＡ～Ｋまで 2 枚ずつランダムな順でセットします。 そして残りの 26 枚で上

半分と同じ数のペアの順でセットして、 2 組を重ねます。

とりあえずこのようなスタックを ' ペアードサイクリックスタック ' と呼ぶことにしましょう。このスタッ

クは表向きにリボンスプレッドすると、 2 枚ずつ同じ数のカードがあるのがはっきり見えてしま

いますが、 デックを表向きにドリブルスプレッドすると、 よく混ざっているように見えます。 そ

のことを利用するのです。

ペアードサイクリックスタックを 1 回だけファローシャフルすれば、 同じ数のカード 4 枚をくっ

つけることができますが、 この作品では、 ファローシャフルでなく、 リフルシャフルで選ばれ
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たのと同じカードをくっつけるという、 別のアイデアが採用されています。 ファローシャフルで

演ずるかリフルシャフルで演ずるかは、 私の感性からすると、 雲泥の差があるのです。

* 方　法 *

ペアードサイクリックスタックされたデックを表向きにドリブルスプレッドして、 よく混ざっていることを

見せます。 カードを閉じて裏向きに持ちます。

「このようにカードを広げていきますから」 と言いながら、トップからサイレントカウントで 12 枚広げ、

12 枚の下にブレークを作りながらカードを閉じます。 そして 「好きな 1 枚を指さしてください」 とセ

リフを続けます。

そしてカードを広げますが、 ブレーク上の 12 枚はさっと広げ、 そのあとのカードをサイレントカウン

トしながら広げていき、 指ささせます。 なるべく中央あたりのカードを指ささせるのが理想です。 い

ずれにしても、 相手が何枚目のカードを抜いたかを認知します。

抜かれたのが何枚目かわかっていますから、 それと同じ数の 2 枚をトップに運ぶのに、 トップもし

くはボトムから何枚カットすれば、 それら 2 枚がトップに運ばれるかわかりますから、 その位置に

ブレークを作り、 ダブルカットで同数カードをトップに運びます。 もう 1 枚の同じ数のカードトップか

ら 27 枚目に配置されます。

トップカードをグリンプスして、 デック中央にあるそのカードと同じ数のカードの上でデックを分けま

す。 すると同じ数のカードの 2 枚が右手のトップ、 もう 1 枚が左手のトップに位置されます。 そし

てそれらがトップに集まるようにリフルシャフルします。

それからデックを相手に渡し、この作品の前書で説明したようなプロセスを進めて、4 枚の同数カー

ドを現します。
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朱に交われば

= 加藤英夫、 2013 年 6 月 8 日 =

これは ' フォーエースアセンブリー ' 現象の演出のアイデアです。 作品と言うべきものではな

いかもしれませんが、 私にとっては貴重な発見ですので、 収録しておくことにいたしました。

* 方　法 *

デックから 4 枚のＡを抜き出して表向きにテーブルに置きます。 そのあと 12 枚の赤い字札を抜き

出して、 表向きにＡの上に重ねます。 残りのカードはわきに置きます。

抜き出したカードを取り上げて裏向きにして持ち、 トップの 4 枚を広げて右手に取りますが、 その

下のカードもいっしょに広げて、 右手に 4 枚のＡを取ったとき、 その下の 3 枚の下にブレークを作

ります。 右手の 4 枚のＡを表向きにして、 左手のカードの上に置いてそろえ、 ブレーク上の 7 枚

をビドルポジションに持ち、ブラウエアドオンを行います。 そして 「Ａをテーブルに並べます」 と言っ

て、 トップの 4 枚を裏向きに右から左に並べて置きます。

トップの 3 枚を広げて右手に取るとき、 その下の 3 枚も少し広げ、 右手の 3 枚をそろえてブレーク

上の 6 枚を表向きに返しますが、 6 枚の下にブレークを保持します。 返したらすぐ上の 2 枚を広

げて赤いカード 3 枚を見せて、 「赤いカードを 3 枚ずつＡにのせていきます」 と言って、 それらを

そろえ、 ブレーク上の 6 枚を裏返します。 そしてトップの 3 枚を裏向きに右手に取り、 テーブルの

4 枚の右端のカード ( Ａ ) の上に置きます。

そのあと、 各Ａの上に 3 枚ずつ赤いカードをのせていきます。

「" 朱に交われば赤くなる " という格言がありますので、 やってみましょう」 と言って、 各パケットを

それぞれ混ぜますが、 右のパケットだけボトムのＡがボトムに戻るような混ぜ方をします。

「そろそろ赤くなっているはずです」 と言って、 左端のパケットを取り、 4 枚を表向きにして見せな

がらテーブルに置きます。 左から 2 番目と 3 番目のパケットも同様に見せ、 最後のパケットを取り

上げつつ、 「じつは、 " Ａに交わればＡになる " という格言もあります」 と言って、 そのパケットを

表向きにして 4 枚のＡを広げてテーブルに置きながら、 「ほら、 こちらは全部Ａになっています」 と

言って終わります。

* 備　考 *

上記のように、 4 組のパケットが横一列に並べて演じると、 何となく右端でクライマックスが起

こるのがバランスが悪いと感じましたので、 T フォーメーションに置いてやってみましたが、 こ

んどはそこに 1 組だけ置くことが、 違和感を感じました。
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そこで思いついたのが、ダイヤモンドフォーメーション(加藤命名)です。時計盤の9時、12時、

3 時、 6 時にパケットを置き、 6 時にＡを現すのです。 そうすれば、 6 時にＡパイルを置くこ

とが不自然ではありませんし、 端ではなく、 中央で最後の現象を見せることができます。

アンダーカバーサーチ

= 加藤英夫、 2013 年 6 月 17 日 =

"Card Magic Library" 第 10 巻、 31 ページにピップシックカードを使用した、 アル・ベーカー

の ' ユアパルステルズ ' が解説されています。 客の手首をつかみ、 客の指をファンに広げた

カードの上をなぞらせていき、 シックカードの段差で発生する音の違いによって、 選ばれた

カードを当てるというトリックでした。

音の違いを感じるためには、 ベーカーは 3 枚のカードを貼り合わせたシックカードを用いて

いましたが、 マジシャン自身の指でカードをなぞれば、 3 枚の厚さは必要なく、 2 枚貼り合

わせのシックカードでも違いを感知することができます。

上記第 10 巻の 40 ページには、 アル ・ コランの ' ブラインドホールドカード ' が解説されて

いますが、 スプレッドの上をなぞることによって触覚でシックカードを認知して、 選ばれたカー

ドを当てるというものです。 今回考案したものは、 コランのようにスプレッドの上をなぜて当て

るやり方の、 他の演じ方をはないかと考えていたときに思いついたものです。

まずコランのやり方について補足しておいた方がよいことがあります。 それはスプレッドの上

をなぞるとき、 指の腹をカード面に当ててすべらせるのはよくない、 ということです。 そのよ

うに指をカードに当てると、 カードがずれやすいのです。 指先を曲げて爪の先をカード面に

当ててすべらすようにすれば、 かなり強く当てていても、 カードがずれることはありません。

そのことを思いついた瞬間に、 このトリックが生まれたのです。 指先をカード面に当ててすべ

らすとカードがずれる。 ではスプレッドの上に紙片を置いて、 紙片の上で指をすべらせたら

どうだろうと考えて、 私はそれを試したのです。 天海先生の言葉、 「カードが教えてくれる」

が起こったというわけです。

* 方　法 *

このトリックには B4 のコピー用紙を使います。 シックカードをデックに加えておきます。 このシック

カードは、 デックのサイドをみたときに、 どこにあるかわかるような印を手前エンドの左端につけて

おきます。

選ばれたカードをシックカードの下にくっつくように進めます。 ボトムにセットしておき、 あなたが後

ろを向いているときに、 ディールしてストップさせ、 最後に置いたカードをのぞき、 その上に残りの
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カードを重ねる、 とさせればよいでしょう。

前に向き直り、 デックを受け取り、 シックカードの上の部分でシャフルを行ったあと、 シックカード

がだいたい中央にいくようにカットします。

デックをリボンスプレッドします。 「これからあなたが選んだカードを当てますが、 よく人に言われる

んですよ。 カードの裏から見てわかるようになっているんでしょうと。 ですから今日は裏もみえない

ように、 この紙で覆います」 と言って、 紙でスプレッドを覆います。 なお、 シックカードの位置をだ

いたい記憶しておきます。

紙の右端の部分を軽く右手で押さえ、 図 1 のように左手

の人さし指を伸ばして紙の面より少し浮かせて置き、 親

指の爪の先を紙の面に当てます。 この図は紙をどけて撮

影しています。

その形で左手をゆっくりすべらすように左に動かしていき、 親指の爪の先がシックカードを通過し

たのを感じたらストップします。 「あなたのカードはここにあります」 と言って、 親指の爪を浮かせ、

右手で紙をどけます。 指先はそのままの位置で止めておくと、 選ばれたカードを指さしていること

になります。 そこからシックカードの左隣りの選ばれたカードを抜き出し、 相手にカードを名乗らせ

てから、 表向きにして見せます。

トリプルショック

= 加藤英夫、 2013 年 7 月 15 日 =

"Card Magic Library" 第 8 巻、 101 ページに ' トライアンフエーセズ ' が収録されています。

スロップシャフルでデックを裏表混ぜたように見せて、 カードがそろい、 4 枚のＡだけリバー

スされて現れるという現象です。

当然ながら、 4 枚のＡの代わりに、 選ばれたカードをそのやり方で現すこともできます。 さら

には、 選ばれたカードではなく、 相手に好きなカードを言わせ、 そのカードをそのやり方で

現すことさえできます。 それには、言われたカードのときだけ、右手のカードの向こうではなく、

手前に取ればよいのです。 いいですね。 名づけて ' エニイカードトライアンフ ' とでも言える

現象です。

しかしながら、 それらのスロップシャフルを使うトリックでは、 裏表混ぜるという操作はやって

見せますが、 結果として混ざった状態を見せることはできません。 ("Card Magic Library" 第

3 巻の ' トライアンファントエーセズはまれな例外ですが )。

1
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私は ' エニイカードトライアンフ ' の現象を、 混ざったことを見せられるやり方で実現したいと

思いました。 それを実現するには、 すぐストリッパーデックを使うことを思いつきます。 ストリッ

パーデックを使って、 スロップシャフルをやりながら、 客に指定されたカードだけ、 他のカー

ドとは逆の方向に向かせればよい、 とすぐ思いつきます。

ところがスロップシャフルのように、 右手を前後に返しながらカードを取るやり方では、 いくら

考えても指定されたカードを逆向きに取ることはできません。 そこでしばし熟考したあと、 裏

表混ぜる操作を両手ではなく、 テーブルに数枚ずつ置きながらやることを思いつきました。

* 方　法 *

ストリッパーデックを使います。 最初にすべてのカードを同じ方向にそろえておきます。 相手によく

シャフルさせます。

幅の広い方を手前にして表向きに左手にデックを持ちます。 相手に 52 枚の中から好きな 1 枚を

指定させます。 デックを表向きに広げて、 「カードはよくシャフルされましたから、 そのカードがどこ

にあるかわかりません」 と言います。 そのとき指定されたカードがトップやボトム近くにないことを

確認します。 そのあたりにあるとあとの操作がやりにくいのです。 そのあたりにある場合には、 1

回カットしてからつぎの操作をやります。

デックを手前に 45 度ぐらい起こして広げていき、 最初の

3、 4 枚を右手で取り、 図 1 のように表向きにテーブルに

置きます。

図 1 のようにカードを置くとき、 置く角度について重要なことがあります。 図 1 ではカードは前方に

向かってまっすぐ置いているのではなく、 やや反時計方向に傾けて置いています。 このような角

度に置くことが、 のちにフォールスムーブを行うときとの整合性をよくするポイントです。

つぎのカードを右手に取ろうとして、 つぎの 7、 8 枚の図

2 のように広げ、 その中に指定されたカードがあるかどう

かを認知します。 いまはないことにします。

1

2
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フェースから 3、 4 枚を右手で取り、 図 3 のように右手を

手前に返し、 それらを裏向きにしてテーブルのカードの上

に置きます。

そのように 3、 4 枚ずつを裏表交互に置いていって、 つぎを取ろうとしてずらしたカードの中に指定

されたカードがあったとき、 裏向きに置いたところで見えた場合、 指定されたカードの手前までを

取って表向きに置きます。 もしも表向きに置いたところで見え場合は、 指定されたカードの手前の

カードを、 裏、 表と 2 回に分けて置きます。

つぎに数枚取る振りをして、 指定されたカード 1 枚だけを

右手に取り、図 4 のように右手を横方向に返してそのカー

ドを裏向きにテーブルのカードの上に置きます。

残りのカードはまえと同様に裏表交互に置いていきます。

カードを取り上げてそろえます。 「いまの状態はこのようになっています」 と言って、 デックをリボ

ンスプレッドします。 スプレッドを閉じてそろえ、 "Card Magic Library" 第 8 巻、 133 ページに解説

されている、 ' プルアウトリバース ' を行う体勢にデックを持ちます。

すなわち、 図 5 のように持つのです。 いまはプルアウト

をしないので、 カードをゆるめる必要はありません。
1

「もっとよく混ぜるにはこのような混ぜ方をやります」 と言って、 デックの中央でカットして、 右手の

パケットはそのままの向きで右、左手のパケットは右にひっくり返して左に置き、それらをリフルシャ

フルします。 ( 方向違いのカードが混ざったストリッパーデックをリフルシャフルする場合、 エンド近

くでリフルすると均一にシャフルできません。 パケットの中央近くをリフルします )。 シャフルしたら、

リボンスプレッドしてよく混ざったことを見せます。

スプレッドを閉じて、 ふたたびプルアウトリバースの位置に持ち、 「さらに混ぜるとどうなるでしょう」

1

4

5

3
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と言って、 こんどはプルアウトリバースを行って、 右に抜いたパケットをそのままの向きで右、 左

のパケットをひっくり返して左に置いて、それらをリフルシャフルします。 その結果、指定されたカー

ドだけがひっくり返って、 他のカードはそろった状態になります。

「これだけカードをよくシャフルすると、 不思議なことが起こるのです」 と言って、 デックを表向きに

リボンスプレッドいます。 「ほら、 カードがそろってしまいました。 ( ここで一拍おいて )、 でも 1 枚

だけ裏向きです。 あなたが最初に指定されたカードはハートの８でしたね」 と、 指定されたカード

を復唱します。 それから裏向きのカードを抜き出して、 ドラマチックに表向きにして見せます。

* 備　考 *

いちおう上記のように説明いたしましたが、 私はこれだけポテンシャルのあるトリックを、 上記

の通りやることはありません。 このトリックのポテンシャルを生かすには、つぎのように演じます。

ストリッパーデック、 マークドデック、 インビジブルデックを使います。

最初に 3 つのデックを取り出してテーブルに置きます。 左からストリッパーデック、 マークドデック、

インビジブルデックの順に置きます。 テーブルの縁に近い位置に置きます。

マークドデックを取り、 前のほうに表向きにリボンスプレッドして、 あなたは後ろ向きになります。

そして相手に任意の 1 枚のカードを抜いて、 裏向きにスプレッドの中に入れさせます。 そしてカー

ドをそろえてもらいます。

前に向き直り、 マークドデックを取り上げ、 両手の間に広げて、 表向きの中の裏向きの 1 枚のカード

をアップジョグし、 「これはあなたが自由に選んだカードです。 あとですぐ抜き出しやすいようにこのよ

うにしておきます」 と言って、 アップジョグしたままデックをテーブルのもとの位置に置きます。 アッ

プジョグされたカードのマークを見ておぼえます。 いま置いたデックを指さして、 「いまのこのカード

の状態が、 他のカードにも影響を与えます ｣ と言います。

つぎにストリッパーデックを取り上げ、 ' スロップミラクル ' を上記のように行います。 マークドデック

でリバース状態になったカードを、 ストリッパーデックでもリバースして現せるように進めるのです。

リボンスプレッドしてカードがそろい、 1 枚だけ裏向きのカードがあるのを見せたあと、 スプレッドを

いったんそろえ、 両手の間に広げ直し ､ 裏向きの 1 枚をアップジョグして、 このデックをもとの位

置に置きます。

そのあとインビジブルデックを指さし、 「こちらのカードには手を触れていませんし、 何の操作も加

えていません。 ( 中央のマークドデックを指さして ) それでもこちらのカードで起こったことが、 ( イ

ンビジブルデックを指さして ) こちらのカードに影響を与えているとしたらすごいと思いませか」 と

言ってから、 インビジブルデックを取り出して広げ、 裏向きのカードを現してアップジョグさせ、 こ
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のデックをもとの位置におきます。

「あなたが最初に選んだカードはなんでしたか」 とたずねます。 「ハートの８」 と言ったとします。

中央のデックのアップジョグカードを指さして、 「このカードがハートの８であっても不思議ではあり

ません。 あなたがひっくり返して入れたのですから」 と言ってから、 そのカードを抜いて表向きに

置き、 ハートの８であることを見せます。

左のデックのアップジョグカードを指さして、 「もしもこのカードがハートの８であったら不思議です

ね」 と言ってから、 そのカードを抜いて表向きに置き、 ハートの８であることを見せます。

右のデックのアップジョグカードを指さして、 「もしもこのカードがハートの８であったとしたら、 もの

すごく不思議ですね」 と言ってから、 そのカードを抜いて表向きに置き、 ハートの８であることを見

せます。

なお 3 組使わずに、 ストリッパーデックだけで演じる場合にも、 私は上記の説明通りにはや

りません。 その場合には、 相手にカードを言わせるのではなく、 紙片にカードの名前を書

かせて、 書かれた紙片を持ち上げて観客に見せるとき、 透けて見えるカードの名前をグリン

プスします。 「このカードはこの方が自由に決めました」 と言いながらグリンプスするのです。

そして結果として、 そのカードがリバース状態になったことを見せます。 カードを言わせて演

じるよりも、 はるかにパワフルです。

もちろん、 3 組使用バージョンを演じる場合でも、 マークドデックの代わりにノーマルデックを

使い、 紙片に書かれた名前をグリンプスして演じることもできます。

ダブルサンドイッチ

= 加藤英夫、 2013 年 7 月 16 日 =

* 現　象 *

あらかじめ 4 枚のＪが抜き出されてテーブルに置かれます。 2 人の客が 1 枚ずつ選んでおぼえた

カードがデックに戻されてシャフルされます。 2 枚の赤いＪを表向きにデックの中ごろに入れます。

それから 2 枚の黒いＪをデックのトップに置いて魔法をかけると、 黒いＪの間に 1 枚のカードが現

れて、 それが 1 人目の客のカードであるのが見せられます。 そのサンドイッチ状態の 3 枚がテー

ブルに置かれます。

つぎに魔法をかけてからデックを広げると、 中央あたりに表向きの赤いＪの間に 1 枚の裏向きの

カードがサンドイッチ状態になっています。 その 3 枚を抜き出して、 2 人目の客のカードを名乗ら

せてから 3 枚をひっくり返すと、 何とはさまっているのは 1 人目の客のカードです。 テーブルに置

かれているサンドイッチ状態の 3 枚から、 はさまれているカードを抜いて表向きにすると、 それが

2 人目の客のカードになっているのです。
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* 方　法 *

4 枚のＪを抜き出して、 赤 2 枚と黒 2 枚をそれぞれペアにして、 表向きにテーブルに置きます。 「Ｊ

はあとで使います」 と言います。

2 人の客に 1 枚ずつ抜かせておぼえさせ、 デックに返させて、 2 枚をトップにコントロールします。

どちらが上になってもかまいませんが、 説明では 1 人目のカードがトップにあるものとします。

2 枚の赤いＪを右手で取りにいくとき、 左手はトップから 2 枚目の下にブレークを作ります。 そして

2 枚の赤いＪを表向きにデックの上に置き、 ブレーク上の 4 枚をビドルポジションに取り、 上の 1 枚

をピールしてデックの上に取り、 「赤いＪの間には何もありません」 と言いながら、 右手のカードを

左手のカードの上にのせますが、 いちばん上の表向きのＪの下にブレークを作ります。 そして 「赤

いＪは下の方に運びます」 と言って、 ブレークを利用してダブルカットを行います。 その結果、 1

枚の表向きの赤いＪがボトムに運ばれ、 トップ 2 枚は 2 人の客が選んだカード、 トップから 3 枚目

がもう 1 枚の表向きの赤いＪとなります。

右手で 2 枚の黒いＪを取りにいくとき、 左手を少し手前にビベルさせて、 トップカードをプッシュして

戻し、 その下にブレークを作ります。 そして右手で取った黒いＪを表向きのトップに置きます。 そし

てブレーク上の 3 枚を右手で持ち、 上のＪをピールしてデックの上に取り、 「黒いＪの間にも何もあ

りません」 と言いながら、 右手のカードを上に置いてそろえます。

デックを指さして言います。 「これからやることは、 選ばれた 2 枚のカードを赤いＪの間と、 黒いＪ

の間に現すことです」。 デックをリフルして魔法をかけてから、 トップの 3 枚を広げて、 2 枚の黒い

Ｊの間に 1 枚の裏向きのカードがサンドイッチされた状態で右手に取ります。 つぎの裏向きのカー

ドの下には表向きの赤いＪがあるので、 広げ過ぎて露見させないようにしてください。

1 人目の客に対して、 「あなたが選んだカードは何でしたか」 とたずねます。 答えたら、 右手を返

してはさまれたカードの表を見せます。 1 人目の客のカードです。 そのとき、 左手を少し手前にビ

ベルさせて、 トップカードの下にブレークを作ります。

右手の 3 枚をそろえながらトップにのせて、 ブレーク上の 4 枚をつかみ、 すぐいちばん上の表向

きの黒いＪをピールしてデックの上に取りますが、 そのとき下にある赤いＪが露見しないようにやり

ます。 ピールして取ったらその下にブレークを作ります。 続けて右手からつぎの裏向きのカードを

ピールして取りますが、 ブレーク上の黒いＪを下にスチールします。 そして右手の 3 枚を 1 枚とし

て上にのせてそろえます。 すぐトップの 3 枚を広げて右手に取ります。 その 3 枚は黒いＪの間に

裏向きの 1 枚がはさまっていて、 観客はそれが 1 人目の客のカードだと思っています。 3 枚を広

げた状態でテーブルに置きます。

「つぎは中の方にある赤いＪの間に選ばれたカードが現れます」 と言ってから、 デックをリフルしま
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すが、 中央あたりからリフルパスします。 そしてデックを両手の間に広げていき、 サンドイッチ状

態になった 3 枚を見せ、 それらを広げたままアップジョグして、 右手で抜き取ります。 デックはわ

きに置きます。 2 人目の客に 「あなたの選んだカードは何でしたか」 とたずね、 答えたら右手を

返してはさまれたカードの表を見せます。

そのカードは 1 人目の選んだカードです。 驚いた表情をして、 「あれっ、 これはこちらの方のカード

ですよね」 と 1 人目の客をさして言います。 「と言うことは」 と言って、 視線をテーブル上のサンド

イッチの 3 枚に向けます。 そしてはさまれているカードを抜き取り、 「あなたのカードは」 と言って、

その表向きにして、 「こちらにありました」 と言って終わります。

おっと失礼！

= 加藤英夫、 2013 年 7 月 23 日 =

* 方　法 *

相手に 1 枚のカードを選ばせ、 表にサインを書かせます。 それをデックの中に入れて、 トップにコ

ントロールします。 デックをケースの中に入れますが、 裏面を三日月の口のある方に向けて入れ

ます。 そしててフタをするとき、 選ばれたカードの下にフタを入れて閉じます。

「いまからこのケースに入ったカードをポケットの中に入れますが、 このマジックをやるとよく、 ケース

をすり替えたという人がいます。 ですから証拠としてケースの方にも印をつけることにします」 と説

明してから、 大きめのシールをケースの三日月の口のない方の側に貼り、 その面を上にしてケー

スを相手の前に置き、 シールに相手にサインさせます。

そしてケースを右手で取りますが、 右親指の先を三日月の口から出ている選ばれたカードのエン

ドに当てます。 そして左手で上着の左襟をつかんで開き、 右手のケースを左内ポケットに入れる

感じで、 左袖の中に落とします。 そのとき選ばれたカードを親指で引き出して右手に残し、 すぐ選

ばれたカードを左内ポケットの中に入れます。

「いまから 3 つ数えると、 飛行現象が起こります ｣ と言いますが、 言いながらさり気なく両手が空

であることを見せます。 しかもケースが落ちない範囲で、 なるべく両手を低く位置させておきます。

「ではやります。 3」 と言いますが、 「3」 と言うとき、 右手を上げて人さし指を伸ばして言います。

そのとき左手を下げて落ちてくるケースを受け止めます。 セリフを 「2、 1、 いまです」 と続けて、

右手を右襟の所まで運ぶと同時に、 ケースをパームした左手を右襟の中に入れます。

右内ポケットからカードを取り出す感じで、 ケースの三日月のある側をつかんで、 その側を観客に

向けて襟の外まで出してそこで止めます。 その状態ではいかにも 1 枚のカードを出したかのように

振る舞います。
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「ちゃんとサインも書かれています」 と言いながら、 ケースを完全に出して、 ひっくり返して反対面

を観客に向けます。 そこでそれがケースであることに気づき、 驚く演技をします。

「おっと失礼、 選ばれたカード以外が飛行させてしまいました」 と言って、 ケースをテーブルに置

きます。 「ですから、 選ばれたカードはこちらのポケットに残っているはずです」 と言ってから、 左

内ポケットから選ばれたカードの裏面を観客に向けて取り出し、 「あなかだ選んだカードはなんでし

たか」 とたずねます。 相手が答えたら、 そのカードの表をのぞき込み、 「たしかにクラブの７です。

しかもあなたのサインも書かれています ｣ と言って、 そのカードの表を観客に見せます。

* 備　考 *

左袖からケースを落とすとき、 左親指を人さし指のつけ根に当てて、 体の左側につけておく

ようにします。 そうすれば、 落ちてきたケースが観客に見えることはありません。 また、 ケー

スをパームした左手を右襟に運ぶとき、 左手を体に沿って運ぶようにします。

ダイレクトスタブ

= 加藤英夫、 2013 年 8 月 3 日 =

今回の調査で 8 ページに収録のベンザイスの ' スタブドインザパック ' と、 10 ページに収録

の ' カードスタブ ' を再読して、 ３のカードをスタブして、 そのカードから 3 枚目のカードを現

すということ自体に疑問が感じられました。 スタブしたなら、 スタブした位置に選ばれたカー

ドがあるなら、 十分に立派なトリックだと思うのです。 そこでダイレクトに選ばれたカードの隣

りに入れる方法はないかと考えたら、 以外にも簡単な方法で実現できることがわかりました。

* 方　法 *

図 1 のように横向きに置いたデックの左エンド近く左手で

持つとき、 選ばれたカードの上にブレークを保持してリフ

ルします。 リフルがブレークに達したときに一瞬の途切れ

が発生しますから、 その瞬間にそこに右手のカードを投

げ込みます。 そしてスタブしたところから選ばれたカード

を現します。

問題は、 どのようにして図 1 の状態にするかということです。

カードを選ばすとき、 アップジョグクリンプを使います。 すなわち、 両手の間にカードを広げて 1 枚

指ささせ、カードを立てて指さされたカードをアップジョグして見せるとき、そのカードの左下コーナー

をクリンプするのです。 アップジョグカードを押し込み、 デックを相手に渡してよくシャフルさせます。

デックを受け取り、 クリンプカードが中央近くにいくようにシャフルやカットします。

1
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右手で図 2 のように手前エンドをつかむときにクリンプ

カードの上にブレークを作り、

デックを横向きにして左手を図 3 のように持ち替えるとき、

ブレークを継承します。 そして右手を離して図 1 の状態と

します。

* 備　考 *

スタブトリックというのは、 選ばれたカードが当たることよりも、 特定のカードの隣りにスタブされ

ることそのものが面白いのですから、 カード当て以外の現象として演じることもできます。 たと

えばつぎのように、 双子のカードを見つけるという現象として演ずるのも面白いと思います。

あらかじめ 1 枚のカードをクリンプしておきます。 デックを相手にシャフルさせてから、 クリンプカー

ドが中央あたりにいくようにしてから、 表を自分に向けて広げ、 クリンプカードの左隣りのカードを

見て、 そのカードと同色同数のカードを抜いてテーブルに表向きに置きます。

このあと抜き出したカードで前述のようにクリンプカードの上にスタブして、 スタブしたカードの隣り

からスタブしたカードのマッチングペアを現します。

当然ながらスタブは、 フォーオブアカインドをいっぺんに現すのにも使えます。 つぎのように

パワフルな現象となります。

マジシャンは 1 枚のＡを抜き出して表向きにテーブルに置きます。 デックをシャフルしたあと、 抜き

出してあるＡを表向きにデックの中に投げ込みます。 そしてデックをリボンスプレッドして、 スタブし

たＡの両隣りから 1 枚ずつ 3 枚のＡを現します。

さらには、 スタブはたんなるフラリッシュとしても効果を発揮します。 たとえば密かにサンドイッ

チ状態の 3 枚をスタブのやり方でデックの中に投げ込み、 それからスプレッドしてサンドイッ

チの 3 枚を現すというだけで、 立派なマジックになります。

3

2
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とても時間のかかるトライアンフ

= 加藤英夫、 2013 年、 8 月 8 日 =

"Cardician's Journal Special" 第 4 巻、 15 ページに収録の ' 時間のかかるトライアンフ ' の

演出プロットと、 当書 162 ページに収録の ' 嘘と真実 ' の手法を合体させて、 ' トライアンフ '

のひとつの見せ方を考えました。 それら 2 つの作品は、 どちらも 2 組のデックを使うもので

すが、 こちらのやり方では 1 組しか使わないため、 リバース現象がよりクリアに表現できます。

* 方　法 *

デックから 1 枚のカードを相手に抜かせ、 おぼえてから返してもらい、 トライアンフの操作を行い

ます。 裏表混ぜたように見せて、 選ばれたカードだけリバース状態とするのです。

「これから起こることは、 裏表が混ざったカードの向きがそろってしまい、 しかもあなたが選んだカー

ドだけ逆向きになっているという、とても不思議なマジックなのですが、ひとつだけ欠点があります。

それは向きがそろうまでにすごく時間がかかるということです。 ですからこのカードは使いません」

と言って、 デックをケースに入れ、 左内ポケットに入れる真似をしますが、 左袖の中に落とします。

「あらかじめ家を出るまえに裏と表を混ぜたカードを用意しておきましたので、 そちらを使うことにし

ます」 と言って、 左袖からスチールしたデックを右内ポケットから取り出します。

「かなり時間が経っていますから、 こちらのカードは向きがそろって、 1 枚だけ逆向きになっている

はずです」 と言って、 デックをケースから出します。 「あなたにカードを広げていただきましょう」 と

言って、 相手にデックを表向きに渡し、 両手の間で広げさせます。 そして裏向きのカードが出てき

たら、 それを抜いて裏向きのままテーブルに置かせます。

デックを受け取り、 もういちど表向きに広げて、 「全部表向きですが、 これだけ裏向きです。 もしも

これが選ばれたカードだったら成功です。 あなたが選んだカードは何でしたか ｣ とたずねます。 そ

してドラマチックにそのカードを表向きにします。

* 備　考 *

このトリックでは、 カードが裏表混ざったことを見せることが重要ですから、 ノーマルデックで

はなく、 ストリッパーデックを使った方が効果的です。 その場合はつぎのようにやります。

1 枚のカードを選ばせておぼえさせたら、 そのカードが方向違いになるように返させます。 デック

をシャフルしますが、 方向違いのカードがトップもしくはボトムから 4 分の 1 ぐらいの位置になるよ

うにしてから、 デックを中央から分け、 一方を逆向きにして、 リフルシャフルします。 それからプル

アウトリバース ("Card Magic Library" 第 10 巻、 133 ページ ) を行ってからリフルシャフルします。
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フォーオブサーティンカインヅ別法

= 加藤英夫、 2013 年 8 月 9 日 =

209 ページに収録した ' フォーオブサーティンカインヅ ' は面白いマジックですが、 13 組の

パイルを見せていくということが、 クライマックスがないという弱点があります。 それを解決した

バージョンです。 もちろん、原案のようにストレートな見せ方をするのがよい場合もありますし、

こちらのように演出が加わったものが適した場合もあると思いますので、 使い分けてください。

* 準　備 *

トップよりマークは適当で、 つぎのようにスタックします。 絵札は指定通りにしてください。

8、 8、 8、 2、 KH、 2、 4、 2、 10、 10、 9、 10、 5、 5、 8、 5、 KC、 QC、 7、 2、 7、 7、 3、 10、 3、 5、 3、

JD、 KD、 A、 JC、 A、 7、 A、 6、 3、 6、 6、 QH、 JH、 4、 QD、 4、 A、 4、 9、 9、 6、 9、 JS、 QS、 KS。

* 方　法 *

デックを表向きにリボンスプレッドして、 混ざっていることを見せたあと、 ' フォーオブサーティンカインヅ ' と

同じように挿入した 13 枚を 1 枚ずつ抜き出してテーブルに表向きに重ねていきますが、 抜き出すのは同

数 2 枚のあとの 1 枚ということではなく、 あくまでも抜いたあとに同じ数のカードが 3 枚つながるような抜き

方をします。 下線つきのカードを抜き出すということです。

' フォーオブサーティンカインヅ ' と同じように、 相手に抜き出した 13 枚を表向きに持たせ、 マジシャンが

39 枚のカードを持ちますます。 そしてマジシャンがトップから 3 枚を取ってテーブルに置き、 その上に相

手に表向きのいちばん上の 1 枚をのせさせる、 ということをやっていきますが、 相手の持っているカード

のフェースに絵札が出たとき、 つぎはマジシャンは 3 枚取ったように見せて 2 枚だけを取ってテーブルに

置きます。 3 枚広げてそろえるときにいちばん下の 1 枚をサブトラクションするのです。

そのような置き方をすると、 相手のカードがなくなったとき、 あなたの手には 3 枚のカードが残ります。 「4 枚

ずつ置いていったのに 3 枚残っています。 変ですね。 とりあえずこちらに置いておきましょう」 と言って、

わきに置きます。 それらはスペードのＪ、 Ｑ、 Ｋです。

「人間でも何でも、 同類のものが集まるという習性があります。 カードでどのようなことが起こったか見て

みましょう」 と言ってから、 Ａから順番に各パイルが同数の 4 枚が集まったことを見せます。 Ｊの組をずら

して、 そこに 3 枚しかないので、 「あれ、 こちらには 3 枚しかありません。 もしかすると」 と言って、 ＱとＫ

の組もずらして、 それらも 3 枚ずつなのを見せます。

「わかりました。 絵札は王族ですから、 数ではなく、 同じ王族同士で集まるのです ｣ と説明し、 それぞれ

がＪとＱのＫで集まっているのを見せます。 「ということは、こちらの 3 枚はスペードのＪとＱとＫです」 と言っ

て、 わきに置いてある 3 枚を表向きにして見せます。



268

予言者は誰？

= 加藤英夫、 2013 年 9 月 16 日 =

準　備

ハートのＫに図 1 のように、 スペードの９の絵を加えます。

いかにもハートのＫがダイヤのＡを持っているようにする

のです。

このカードは、 ノーマルなハートのＫにスペードの９をプリントした紙を、 指先部分にの切り込みを

つけてを貼れば、 作れないこともありません。

しかしながらハートのＫが持っているカードがとても小さくなってしまうので、 あえてハートのＫ自体

をジャンボサイズで作ることをお奨めします。ジャンボカードなら、市販のラベル用紙にプリントして、

厚紙の両面に貼って作ることができます。

方　法

用意したハートのＫを表を見せないで裏向きに置き、 「これは予言のカードです」 と言います。

スペードの９をノーマルデックからフォースして、 フォースされたカードを裏向きのまま相手の前に

置かせます。

右手で予言のカードを表を手前に向けて取り上げ、 図 2

のようにスペードの９の部分が見えないように左手をか

け、 左手を向こうに返して表を観客に見せ、 「これが予言

のカードです」 と言います。 観客はハートのＫが予言さ

れたカードだと思います。 それから相手の前にあるカード

を表向きにさせます。

「えっ、 予言と一致していないですって」 と言って、 右手で縦に返して表をこちらに向けて、 表を

見ます。 「じつはこのハートのＫが予言者なのです」 と言って、 「彼が予言したカードはこれです」

とセリフを続けて、 左手でカードをつかみ、 横向きに返して、 ハートのＫが持っているスペードの９

を見せます。

1

2
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偉大な予言者

= 加藤英夫、 2013 年 9 月 17 日 =

前作 ' 予言者は誰？ ' の解説では、 " スペードの９をノーマルデックからフォースして " と書き

ましたが、 フォースなら何でもよいというものではありません。 クラシックフォースでは、 何とな

く味気ないと感じました。

ある程度選択のための操作プロセスのある手法の方が向いていると思います。PATEOフォー

スでもよいかと思いますが、 オタックサトルティ ("Card Magic Magazine" No.6、 16 ページ )

を使用するとまとまりがよくなりました。

* 準　備 *

予言カードは ' 予言者は誰？'と同じものを使います。 8 枚のパケットを用意しますが、 トップより、

9S、 7S、 9S、 8H、 9S、 6C、 9S、 5D とします。

* 方　法 *

パケットを取り出し、 裏向きで何回かカットしますが、 トップにスペードの９が位置したか、 そうでな

いかがわかるようなやり方をします。

「いまからカードを半分ずつ減らしていくことによって、 最後に 1 枚のカードをえらびます」 と説明し

て、 パケットを左右 2 組にディールします。 どちらがスペードの９のパケットかおぼえておきます。

「ではどちらかの組を指さしてください」 と言います。 相手がスペードの９ではない方を指さしたら、

「ではそちらを除外します」 と言って、 除外します。

スペードの９の方を指さしたら、 「ではこちらは除外します ｣ と言って、 残りのカードを除外します。

残りの 4 枚はすべてスペードの９です。 左右 2 組にディールして、 好きな方を指ささせます。 1 回

目と同じやり方で一方を除外しますが、 1 回目に除外したカードの上に置きます。

2 枚を左右に置き、 好きな方を指ささせ、 1 回目と 2 回目と同じやり方で 1 枚を除外してテーブル

のカードの上に置きます。 最後に残った 1 枚を相手の前に置きます。

テーブルの 7 枚を取り上げ、 「選ばれなかったカードをお見せしておきましょう」 と言って、 オタッ

クサトルティ ("Cardician's Journal Special" No.4、 14 ページ参照 ) で 7 枚の表を見せます。

そのあとは、 ' 予言者は誰？ ' と同じ続け方をします。
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* 備　考 *

オタックサトルティで今回気づいたことがあります。

右手でボトムから 1 枚取り、 両手を返して 2 枚の表を見

せるとき、 図 1 のようにさり気なく左人さし指をインデック

スに当てて置くと、 そのカードが何であるかが曖昧になり

ます。

オールスクウェア

= 加藤英夫、 2013 年 10 月 9 日 =

このトリックは、 ウッディ ・ アラゴンの " ブックインイングリッシュ "(2011 年 ) に書かれている、

' サイキックポーカー ' を読んで考えたものです。 見た目の様式はかなり似ていますが、 結果

としてバリエーションではなく、 別の作品になったと思います。 アラゴン作品の現象はつぎの

通りです。

最初に紙片を見せて、 「これには予言が書かれています」 と言って、 表を見せないでテーブルに

置きます。

デックをシャフルしたあと、 表向きにスプレッドしてよく混ざっていることを見せます。 デックを二分

して相手の前に置き、 リフルシャフルさせます。 そのあとデックのトップから 5 枚のカードを 1 つの

パイルにディールさせます。 そのようにして 3 組ディールさせたあと、 ディーラーはボトムディール

というテクニックを使うということを説明し、ボトムから 5 枚のカードを相手の前にディールさせます。

デックを相手に渡してからここまで、 マジシャンはいっさいカードに手を触れていません。 この状態

でマジシャンは 1 組目の上に手をかざし、 「この 5 枚は赤のＱのワンペアです」 と宣言します。 そ

して 5 枚の表を見せると、 マジシャンの宣言通りになっています。

2 組目に手をかざしますが、 「おかしいですね。 この組からは何も感じ取れません。 ということは、

この 5 枚は役のないばらばらのカードだということです」 と言います。 5 枚の表を見せると、 その

通りになっています。

3 組目に手をかざし、「この 5 枚は９のワンペアです」 と宣言し、5 枚の表を見せると宣言通りです。

ここでマジシャンは予言に書かれていることを見せます。 そこには 「ＡとＫのツーペア」 と書かれ

1
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ています。 4 組目を表向きにすると、 予言通りの 5 枚になっています。

最初にマジシャンがデックをシャフルするというのは、 フォールスシャフルです。 そしてデック

を二分して相手にリフルシャフルさせるのですが、 この部分がくせ者です。 リフルシャフルが

終わったときに、どちらかのパケットのトップの 5 枚以上が最後にまとまって落とされたのでは、

このトリックはうまくいかないのです。 かなりまとまって落ちた場合には、 「もっと細かくシャフ

ルしてください」 といってやり直させる、 とアラゴンは書いています。

細かくシャフルされたように見えても、 最後に 5 枚以上落とされなかったかどうかは、 視認

するのはほとんど不可能ではないでしょうか。 唯一このトリックの弱点だと感じたこの部分が、

私の思考のイグニッションを点火させてくれたのです。

アラゴンの原案では、 一部分 ' ギルブレスプリンシプル ' が働いていますが、 ギルブレスプリ

ンシプルを使うトリックの場合、 リフルシャフルではなく、 2 つのパケットから 1 枚ずつ取らせ

ていく、 という操作によって、 同じ結果となります。

相手の前に 2 組のパケットを置き、 2 組から自由に 5 枚のカードを取らせるのです。 相手はど

ちらから何枚取るかわかりません。 ですから、 リフルシャフルさせてからトップから 5 枚ディー

ルさせるよりも、 自由に取った感じが強く感じられます。

そのように操作の根幹における変更に加えて、 様々な変更を加えていくうちに、 私の作品の

現象は、 ポーカーの役を当てるのではなく、 相手とマジシャンが自由に取った 5 枚 4 組の

がすべて一致してしまうという、 一致現象に姿を変えることになりました。

ひとつだけ私の作品には欠点があります。それはノーマルカードではできないということです。

しかしながら、 強力な不思議さを生み出せるなら、 この作品専用のデックを作るのは、 けし

て無駄な労力にはならないと確信いたします。

準　備

トップよりつぎのようにスタックします。 マークは適当に赤と黒が混ざったものにしてください。

Ｑ、 10、 ９、 ７、 Ｋ、 Ａ、 ６、 ２、 ２、 ４、 ５、 ３、 Ｊ／Ｊ、 Ａ、 Ｋ、 10、 ３、 ４、 ５、 ７、 ８、 ８、 ６、 ９、

Ｑ／／Ｑ、 10、 ９、 ７、 Ｋ、 Ａ、 ６、 ２、 ２、 ４、 ５、 ３、 Ｊ／Ｊ、 Ａ、 Ｋ、 10、 ３、 ４、 ５、 ７、 ８、 ８、

６、 ９、 Ｑ。

／は演技において 4 組に分ける位置を示しています。 中央の／／は最初に分ける位置、 ／はそ

のあと分ける位置です。 以下の説明において、／で区切られた 4 つのパケットを、トップからパケッ

ト 1、 パケット 2、 パケット 3、 パケット 4 と呼ぶことにします。
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説明上、 図 2 の実線のように 4 つのパケットが置かれたも

のとします。 上左が相手用に置いたパケット 1、右がパケッ

ト 2 で、 下左がマジシャン用に置いたパケット 3、 右がパ

ケット 4 です。 ●印はマークのある位置です。 点線は、

のちにパケットから 5 枚ずつ取って置く位置です。

方　法

「これからお見せするのは、 ' オールスクウェア ' という題名のマジックです。 タイトルの意味は、 結

末を見ればおわかりになると思います」 と前置きをしてスタートします。

デックを表向きに両手の間に広げながら、 「カードはこのようによく混ざっています」 と言います。

中央のＱとＱの間で分けて、 いったん右手の半分を表向きにテーブルに置きます。

手に持っている 26 枚でチャーリエシャフルしますが、 もとの順に戻るようにします。 それから中央

の 2 枚続いているＪの間で分けて、 左手の 13 枚を相手の前、 あなたから見て左に裏向きに置き

ます。 残りの 13 枚を相手の前、 あなたから見て右に裏向きに置きます。

残りの 26 枚を取り上げて、 同じようにチャーリエシャフルして、 同じように中央の 2 枚のＪの間で

分け、 あなたの前の左と右に裏向きに置きます。

カードの裏面にマーキングしますが、 どのパケットのカー

ドかによって図 1 の○で囲んだうちの、 左か右、 どちら

にマーキングするか違ってきます。 マークは図 1 の 4 種

類あります。 左から右に向かって、 12 時のマーク、 3 時

のマーク、6 時のマーク、9 時のマークと呼ぶことにします。

マーキングには油性のペンを使います。

パケット 1 とパケット 4 は右にマーキングします。 パケット 2 とパケット 3 は左にマーキングします。

カードを 180 度回転させて、 同じ位置に同じマークをつけます。

どのパケットも、 トップからボトムに向かって、 12 時のマーク、 9 時のマーク、 6 時のマーク、 3 時

のマーク、 12 時のマーク、、、、、、、 12 時のマークというように、 反時計回りの順でつけます。

1

2

「私が後ろを向いている間に、 あなたにやっていただくことを説明します。 あなたの前にある 2 組の

カードから、 合計 5 枚のカードを取っていただきますが、 1 枚ずつどちらの組から取ってもかまい

ません。 5 枚全部同じ方から取りさえしなければ、 どちらから何枚取るかは自由です。 たとえばこ
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のように取ってもいいですし、 このように取ってもかまいません」 と言って、 交互に取るのと、 片

方から偏って取る見本を、 手真似でやって見せます。

「5 枚取ったらそろえてここに置いてください」 と図 2 の点線の、 相手に近い方のあなたから見て右

端の位置を指さします。 さらに両方の組から自由に 5 枚取ってここに置いてください」 と言って、

最初に指さした左隣りを指さします。 「つぎの 5 枚はここに、 そして最後の 5 枚はこに置いてくださ

い」 と言って、 3 番目と 4 番目の位置を指さします。

「4 組置き終わったら、 そちらに残っているカードを重ねてわきに置いてください」 と、 2 つのパイ

ルを指さして、 カードを重ねてどける手真似をしながら言います。

後ろ向きになり、 説明したことをやってもらいます。 そして前に向き直ります。 4 組のパイルを左から

右に向かって指さしながら、 「あなたがどのようカードを取ってこれらの組を作ったかはわかりませ

ん」 といいますが、 指が右端にきたときに、 右端のパイルのトップカードのマークを見ます。 手前

エンド側のマークです。 「しかも残りのカードが重ねられたので、 どちらから何枚ぐらい取られたの

かもわかりません」 と言います。

右端のパイルのトップカードのマークが左についていたとしましょう。 ということは、 相手は最後に

あなたから見て左のパイルから取ったことになります。 「私も 5 枚ずつ 4 つの組を作ります ｣ と言っ

て、あなたの前の左のパイルのトップカードを取って左手に置きますが、そのときそのカードのマー

クを見ます。 上のエンドのマークです。

相手のパイルのトップカードのマークが右についていたとしたら、 あなたは右のパイルから 1 枚目

のカードを取り、 左手に置くときに、 マークを見ます。

相手のパイルのトップカードのマークと、 いま見たあなたの 1 枚目のマークとを比較します。 もしもそ

れが相手のマークと同じ位置のマークだとしたら、 あとの 4 枚はすべて反対の組から取ります。

あなたのマークが相手のマークよりも 3 時間分先の位置である場合、 たとえば相手のが 9 時で、

あなたのが 12 時の場合、 あなたは 1 枚目を取ったパイルからあと 1 枚、 他方のパイルから 3 枚

取ります。

あなたのマークが相手より 6 時間先の位置である場合、 1 枚目を取ったパイルからあと 2 枚取り、

他方のパイルから 2 枚取ります。

あなたのマークが相手より 9 時間先の位置である場合、 1 枚目を取ったパイルからあと 3 枚取り、

他方のパイルから 1 枚取ります。

以上の法則で 5 枚を取れば、 必ず相手の 1 組目と同じ役の 5 枚となります。 あなたが取った 5
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枚をあなた側の点線の右端の位置に置きます。

その 5 枚を置くとき、 相手の 2 組目のトップカードのマークをグリンプスします。 同じ法則であなたの

5 枚を取ります。 すなわちそのマークが左か右にあるかによって、 そちらの側から 1 枚目を取り、

そのカードのマークを見て、 相手のマークとの位置の関係から、 どちらから何枚を取るか判断しま

す。 以下、 同様に 3 組目と 4 組目を取って、 しかるべき点線の位置に置きます。

以上の操作によって、 相手とあなたの対応するパイルは、 ポーカーの同じ役、 しかもすべて数の

組合せは同じになっています。 ちなみに、 4 組目は必ずストレート、 3 組目は必ず役のないカード、

2 組目と 1 組目は、 ワンペアもしくはツーペア、 もしくは役のないカードとなっています。

以上のように、 あなたが 4 組を置いた時点でつぎのように説明します。

「お互いに 5 枚のカードを 4 組ずつ作りました。 いまから 1 組ずつポーカーの勝負していきます。

まずそちらの組を取ってください」 と言って、 あなたから見て右端の、 相手側の組を相手に取らせ

ます。 あなたはあなた側の組を取ります。 表を自分に向けて広げ、 「このように広げて表を見てく

ださい」 と言います。 まだあなたは広げたカードの表の方に視線を向けないでください。

「その中に同じ数のカードがありますか」 とたずねます。 ここではワンペア、 ツーペア、 役なしの

可能性がありますが、 ワンペアの場合から説明します。

ワンペアなら相手は肯定します。 「ではその 2 枚を抜いて表向きにここに置いてください」 とテーブ

ルの適当な位置を示します。 「他に同じ数の 2 枚はありませんか」 とたずねます。 ワンペアので

すから否定します。 「ということはワンペアですね。 では私の方を見てみましょう」 と言って、 ここ

であなたのカードに視線を向けます。

「あれっ、 私もワンペアです。 しかも同じ数のワンペアです」 と言って、 その 2 枚を抜き出し、 先

に置いた相手のワンペアの隣りに置きます。

「このような場合、 勝負は残りのカードの数の大きさで決めます。 数はＡがいちばん大きいとして、 つぎ

がＫ、 Ｑ、 Ｋ、 10 という順です。 あなたのカードの中でいちばん大きいのを抜いて置いてください」 と

言って、 先に置いたカードの上に置かせます。 相手が置いたら 「私も同じ数がありますよ」 と言っ

て、 同じ数のカードを抜いて、 先に置いたあなたのカードの上に置きます。

「このような場合は、 つぎの大きい数で勝負します」 と言って、 相手につぎの大きい数を抜いて置

かせ、 あなもその数のカードを抜いて置きます。 それなりのセリフを言います。

「いよいよ最後のカードの数によって決まります。 " せいの " で同時に表向きにしましょう。 " せい

の " と言って、 お互いに最後の 1 枚を表向きにします。 同じ数です。 「ということは、 この勝負は
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引き分けです」 と言って、 お互いにカードを先に置いたカードの上に置きます。

お互いにつぎの組を取って、 同じように勝負をしますが、 ツーペアの場合は、 「他に同じ数の 2 枚

がありますか」 とたずねると、 相手は肯定しますから、 それを抜き出して置かせ、 あなたも 2 枚

を抜いて置き、 それなりのセリフを言います。 そして最後の 1 枚で勝負します。

そして 3 組めでは必ず役なしとなります。 他の組でもあり得ますが、 つぎのようにやります。 同じ

数のカードがありますか」 とたずねると、 相手は否定します。 ですから手持ちの中からいちばん

大きい数のカードを出しあっていき、 5 枚目まで表向きにして、 引き分けだと告げます。

最後はつぎのようにやります。 カードを広げますが、あなたはカードに視線を向けてはいけません。

「その中に同じ数のカードはありますか」 とたずねます。 相手は否定します。 「それでは数の大き

さを比較しましょう」 と言ったところで、 視線をあなたのカードに向けます。 「あれっ、 すごいことに

なっていますね。 Ａがありますよ」 と言って、 Ａを抜き出して置き、 「Ａがあったらあなたも出してく

ださい ｣ と言って、 Ａを出させます。

「Ｋはありますか」 と言って、お互いにＫを置きます。 以下、Ｑ、Ｊ、10 とお互いに置いていき、「最

後の組も引き分けです。 ですからあなたと私の勝負は引き分けです。 この結果をこのマジックの

題名が予言していたのです。 題名をおぼえていますか。 ' オールスクウェア ' です。 ということで、

大成功です」 と言って終わります。

備　考

5 枚の取り方について補足しておきます。 相手のパイルのトップカードというのは、 相手が最

後に取って置いたカードだということです。 ですから、 相手がその最後のカードを取ったのと

同じ側からあなたが 1 枚取り、 それが同じマークだったら、 それが相手が最後に取ったカー

ドと同じ枚数目のカードだということです。 ですからそれ以上はそのパイルからは取ってはな

らないということです。 マークの位置の差は、 取るべきあと 4 枚のうち、 そのパイルから取る

枚数を意味しています。

もしも 5 枚のカードをすべてひとつの側のパイルから取ってよいことにしたら、 相手がひとつ

のパイルから 1 枚だけ取ったか、 5 枚取ったか判別できないことになります。 ですから 5 枚

全部を一方のパイルから取らないという条件が必要なのです。

あなたが 1 枚目を取ってそのマークを見たときに、 左右から取るべき枚数がわかりますが、

たとえば左からあと 1 枚、 右から 3 枚取る場合、 左から 1 枚取ってあとの 3 枚を右から続け

て取るとか、 3 枚右から取って 1 枚左から取るというのではなく、 右、 右、 左、 右というように、

ばらばらに取っている感じが出るようにやってください。 1 枚目を取って、 あとの 4 枚を他方

から取らなければならない場合は仕方がありません。
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図 3 は、そのようなマーキングの一例です。12 時、3 時、

6 時、 9 時、 中央、 12 時、 と循環していると考えます。

3

一方から 5 枚全部取ってはいけないという条件をつけたくないとしたら、 マーキングを４カ所

ではなく、 5 カ所にすればよいことになります。

セットの仕方も一部変更する必要があります。 説明した準備のやり方では、 2 組のトップ 4 枚

ずつにストレートになるような配列をほどこしましたが、 一方から 5 枚取る可能性もあるので、

それなりの配列にする必要があります。 その場合確率は低いですが、 もう 1 組ストレートが

できる可能性があります。 ストレートにならないとしても、 ストレートの組と同じ数のカードが多

い役なしとなってしまいます。 そのことを避けるために、 5 枚を同じ組から取ってはいけない

という条件をつけた方がよいのです。
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